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はじめに 

2002 年度から始まった「大都市大震災軽減化特別プロジェクト」の一環として、「大都市圏地殻構造調査研究」

を五カ年計画で実施している．2002 年度には房総半島縦断測線と相模湾岸において，2003 年度には三浦半島-東京

湾，関東山地東縁測線において，地殻構造探査を実施した．ここでは，2003 年 10-12 月に実施した，足柄平野北

部から桐生にいたる全長 140km 区間で実施した地殻構造探査について述べる． 

地殻構造探査の目的 

 南関東ではフィリピン海プレートが相模トラフから首都圏直下に沈み込み、陸側プレートとの境界では多く

の被害地震が発生してきた．これらのプレート境界浅部に位置する震源断層の位置と形状を明らかにすることは，

高精度の強震動予測を行う上で重要である．また，内陸活断層の深部形状も地震に伴って発生する上で強震動を予

測する上で重要な要素となる．関東山地東縁地殻構造探査においては，とくに首都圏西部のフィリピン海プレート

上面の位置と形状を明らかにすること，神縄-国府津-松田断層帯や，関東平野北西縁断層帯などの深部形状を明ら

かにすること，さらに強震動の伝達媒体となる地殻・堆積平野の速度構造の解明を目的としている． 

測線と探査の内容 

  調査測線は関東平野北西部の平野部と関東山地・丹沢山地からなる山地部分，小田原北方の足柄平野部の

大きく 3 つに分かれる。群馬県桐生市北方から埼玉県深谷周辺にいたる 55km の測線と分岐する 10.5 km の測線お

よび神奈川県南足柄から秦野盆地西部にいたる 16km の区間では，オンラインによる観測を行った．また，測線中

央部の関東山地内の 85km の区間では、独立型レコーダを使用した．受振器は上下動成分，10 Hz を稠密（50 ｍ）

に展開した．深谷周辺ではバイブレータから発生するＳ波を観測するために、独立型レコーダ（LS-8200SD を 150

点（南北成分）、DAT レコーダを 50 点（3成分）に展開した。 

 バイブレータ（4 台）の発振点間隔は測線両端に位置する平野部の観測測線で標準 100ｍとした．また，関東

山地・相模湖ー青梅の区間（35 km）においては，数 100 ｍ間隔で発振した。バイブレータの総発振点数はそれぞ

れ桐生-深谷区間で 405 点、南足柄-秦野区間で 75 点、相模湖ー青梅区間で 70 点である．スイープ周波数とスタッ

ク数は平野部の区間で 6-35Hz（20 回）、山岳部の低重合反射法区間で 6-30 Hz（20-50 回）である。 

 この実験では，ダイナマイトとバイブロサイスの多重発振を震源とした屈折法・広角反射法探査も実施され

た．使用したダイナマイトの薬量は，測線両端が薬量 300kg、他は 200kg である．バイブレータ 4 台による多重発

振は，標準 100 回とした．測線上における発破点は 9点、バイブレータの多重発振点は 6点である。ダイナマイト

による信号はほぼ測線全域の 2768 チャネルで、バイブレータ発振は 560 もしくは 1288 チャネルで収録された．独

立型レコーダの観測データは、レコーダ回収後に GPS を用いた発振時刻を用いて連続記録からデータを切り出す編

集作業を経て，オンライン測線の観測データと統合された。 

結果 

 反射法地震探査データは通常の CMP 重合法によって処理された．桐生-深谷区間では，関東平野北西縁の

堆積盆地の構造の全貌が明らかなった．主として新第三系から構成される堆積盆地は南北で非対称な構造を示し，

先新第三系上面は南でより高角で北傾斜を示し，北部では緩やかな北傾斜を示す．基本的には中新世に形成された

ハーフグラーベンの構造がよく保存されている．このハーフグラーベンを規制した断層は，ほぼ中央構造線に相当

する断層であり，現在活断層として知られる関東平野北西縁断層帯の深部延長も，北傾斜の主要断層に収れんして

いる可能性が高い．盆地の深さは最大約 3km である． 

 ダイナマイト・バイブロサイスの多重発振の記録を用いた重合断面では，関東山地北部で中・下部地殻

（往復走時 4-7 秒）からの明瞭な反射波が見られる．測線中・南部についての解析作業は進行中である． 

 


